
 

令和８年度全国学力・学習状況調査の結果について 
１ 調査の目的 
・全市的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 
・学校及び中学校ブロックにおける児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 
・教育に関する継続的な検証改善サイクルの確立に役立てる。 

 

２ 調査の概要 
(1) 調査実施日  令和８年４月２０日(月)～令和８年５月２９日（金） 
(2)  調査対象   小学校・義務教育学校（前期課程）・特別支援学校（小学部）第６学年 
          中学校・義務教育学校（後期課程）・特別支援学校（中学部）第３学年 
(3) 本市の調査実施校数等 

・小学校（６６校）、義務教育学校前期課程（３校）、特別支援学校小学部（１校） 

国語（４，３４５名）、算数（４，３４６名） 
・中学校（３２校）、義務教育学校後期課程（３校）、特別支援学校中学部（１校） 
国語（３，９９７名）、数学（３，９９９名）、英語４技能（３，８１２名） 

 (4) 調査内容 
ア 教科に関する調査 

小学校：国語、算数 

中学校：国語、数学、英語 
※CBT 調査（中学校英語） 

イ 質問調査 
①  児童生徒用（質問数 小学校７９問、中学校８６問） 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 
※児童質問（小学校）でのランダム方式の導入 

②  学校用  （質問数 小学校９３問、中学校１０１問） 
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調

査 
 

３ 結果 
(1) 教科に関する調査 

  令和８年度 

教科 
姫路市 

平均正答率 

※平均IRTスコア 

全国 
平均正答率 

※平均IRTスコア 

小学校第６学年、 
義務教育学校前期課程第６学年 
特別支援学校小学部第６学年 

国語 ６０ ６１ 

算数 ５５ ５６ 

中学校第３学年、 
義務教育学校後期課程第３学年 

特別支援学校中学部第３学年 

国語 ６１ ６４ 

数学 ５４ ５７ 

英語 

(４技能) 
※４９２     ※４９９ 

（注）学力面において、細かい桁による微小な差異は、実質的な違いを示すものではないため、平均   
  正答率においては小数点以下を四捨五入した結果を示している。 
※ IRT スコアとは、児童生徒の正答・誤答が、問題の特性（難易度、測定精度）によるのか、児童
生徒の学力によるのかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論。この理論を

使うと、異なる問題から構成される試験・調査の結果を、同じ尺度で比較できる。IRTに基づいて
各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、５００を基準にした得点で表すもの。 
 
 
 
 

 
 
 



(2) 質問調査（抜粋） 
（注） 近年本市の課題と捉えているものを表示している。 

（注） 下記の数値は各設問において、肯定的な回答をした割合である。 

 
 



 
 

４ 今後の対応 

第３期姫路市教育振興基本計画を踏まえた取組 

〇新しい時代に求められる資質・能力の育成 

〇「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

〇探究的な学びの推進 

〇情報活用能力の育成 

 

本調査結果を踏まえ、学力向上に向けて以下の取組を行う。 

〇分析結果を踏まえた、教職員向け研修資料を作成する。 

〇作成した研修資料、デジタルリーフレットを活用し各学校へ指導助言を行う。 

〇総合的な学習の時間を中心とした探究的な学びに関する研修を実施する。 

 


